
インバウンドとアウトバウンドの両輪時代の幕開け！
私は現在、CLAIR のプロモーションアドバイザーとして

関わらせて頂いている。本業は主にイスラム市場向けのビ
ジネス（輸出・進出およびインバウンド）のお手伝いであ
る。本誌では、日本のインバウンドとアウトバウンドでム
スリム向けビジネスの現状と事例などをまとめてみたい。

まずはインバウンドだが、ムスリム旅行者を迎える時
に重要なことは、決してハラル認証レベルまでを求めら
れているのではないという認識だ。実は、情報開示（ピ
クトや英語表示含む）や、ハラルと言わないムスリム対
応などでも十分に通用する。まずはそうしたことを理解
することが重要だ。留学生や在日イスラム教徒のネット
ワークを使い、対応や考え方を深めることもお勧めする。

ムスリムインバウンドの取り組みは、2020 東京五輪
を控える東京都や、京都府、北海道、大阪府など都道府
が先行している。そしてゴールデンルートの長野県・山
梨県、静岡県、岐阜県、富山県、石川県、沖縄県なども
積極的に対応している。注目は、東京から少し離れた宮
城県や岡山県（岡山市など）で、広域観光や着地型観光
も含めムスリム対応に力を入れている。ムスリムインバ
ウンドは複数年かけて段階的な成果を視野に置き、慌て
ずじっくり対応をすることを望む。

一方、アウトバウンドは輸出、進出したい国や、そこに
売りたい商品によって対応が異なる。そのため、まずはそ
の国について、またムスリムについて正しく学習し、調査
することをお勧めする。ハラル認証を取得するかどうかは、
その後の検討事項だ。まず、商品がムスリムの好みに合う
かを確認（テストマーケ）する。これが重要な一歩となる。

輸出・進出において、マレーシア、インドネシアを対
象にしている自治体は多いが、徳島県では中東 UAE のド

バイ向けの輸出に力を入れている。北海道、鹿児島県、
熊本県、岐阜県は牛肉での販路拡大を狙い、広島県はお
好み焼きのオタフクソースがマレーシアでハラル認証取
得予定だ。また山梨県はマレーシアの首都クアラルンプー
ルにアンテナショップを持ち、輸出拡大を試みている。

これからますます目が離せなくなるイスラム市場。日本
企業、日本の商品をどのようにムスリムに向けてアピール
していくか。われわれはその可能性に満ちた市場を夢見
るばかりではなく、相手を知り、しっかりとインバウン
ド / アウトバウンドを別けたマーケティングをし、サービ
スを含め「日本の○○」を謳うことのできる品々が、イス
ラム市場での確たる地位を得られる可能性に期待したい。
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